
【別紙様式】

学力向上に効果のある取組事例
日出町立豊岡小学校

取組の具体

①基礎的・基本的な知識及び技能の習得

【基礎・基本を身に付けた子の育成】
〇豊岡学習スタンダードの徹底
・全校で学習規律を統一し、指導の一貫性を持たせる。
・児童に授業に向かう気持ちの切り替えを意識させる。
〇教科担任制（５・６年算数）

・複数学級での授業を実施することにより、指導方法の
工夫改善が図られる。

・教材研究や教材教具の準備の時間を確保することに
より、ＩＣＴ機器等も活用した、わかりやすく充実した授
業づくりに努めることができる。

・複数の教員で指導することにより、児童理解が深まり、
学習および生活指導に生かすことができる。

〇ＳＡ（スクールアシスタント）の活用

・学習ボランティアに、算数のプリントの○付けや計算
カード、九九の聞き取り等、国語、算数を中心に学習の
補助をお願いし、褒めたり、励ましたりしてもらうことに
より、基礎・基本の定着と児童の学習意欲向上につな
がる。

〇家庭学習の工夫

・学習内容の定着を図るため、学年の発達段階に応じ
て家庭学習の工夫をする。

・高学年は、自主学習に取り組んでいる。よい取組を廊
下に掲示。

・家庭学習強化週間を４月、９月、１月に設けて、保護者
に家庭学習の取組状況の確認や声掛け、添削を行っ
てもらう。

【自分の考えをもち、言葉で表現できる子の育成】
〇授業における言語活動の充実
≪思考を交流する場の工夫≫

・自分の考えをもち、友だちと考えを伝え合い、比較、検
討する交流を工夫する。

・単元計画において、意見を交流する場を設定し、新た
な気づきや考えの変化、感想を１単元に１回は、記録さ
せる。
≪共感的人間関係づくり≫

・人間関係プログラムを、週２回朝活動において設定し
て取り組んでいる。

【話の聴き方「あいうえお」】

【６年 ＳＡによる丸付け】

【５年 自主学習】


